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ヤスイ ・ニ クイの意味決定 に関与 す る

名詞句 の意味役 割

鈴 木 基 伸

要 旨

本稿では、 日本語の難易構文に用いられるヤスイ ・ニクイを取 り上げ、それ らの意味

決定に関与する要因について考察を行 う。これまでの研究では、ヤスイ ・ニクイの解釈

には 「意志性」「格配列」が関与するとされてきた(井 上1976、 佐藤1988)。 それらの

要件は例文か ら帰納的に導 き出されたものであるため整合性 を持つようにみえる。 しか

しなが ら実際には先行研究で提示された規則か らは外れるものもあり、新たな解釈に関

わる要件が必要だといえる。そこで本稿では、ヤスイ ・ニクイが動詞に接続することか

ら、ハおよびガによって繋げられる名詞句 には、動詞との関わ りか ら導 き出される意味

役割が備わることに着目した。そ してその意味役割がヤスイ ・ニクイの解釈に影響 を及

ぼ していることを主張 した。 またヤスイについては意味役割が 【動作主】である場合 に

は 「傾向」の解釈に、【非動作主】である場合には 「容易 さ」の解釈になること、ニク

イについては、【動作主】である場合 には 「抵抗感」、 【非動作主】である場合 には 「困
　

難さ」が表されることも併せて主張 した。

キ ー ワ ー ド:ヤ ス イ ・ニ ク イ 、 意 志 性 、 格 配 列 、 意 味 役 割 、 性 質 の 帰 属 先

1.ヤ ス イ ・ニ ク イが表 す意 味

1

形容詞性接尾辞ヤスイ ・ニクイは、前項動詞が表す動作や変化 に対 し、それ らを実現

させる、または実現する上で どの程度の 「容易 さ」「困難 さ」があるのかを表す形式で

*本 論 文 は 、 日本 言 語 学会 第146回 大 会 で の発 表(2013年6月 於 茨城 大 学)が も ととな っ てい る。

1益 岡 ・田 窪(1992)参 照 。
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あ る 。

(1)こ の キ ー ボ ー ドは打 ち や す い 。

(2)泥 道 は歩 きに くい 。

(3)安 物 の お もち ゃ は壊 れ や す い 。

(4)腰 痛 は治 りに くい 。

(1)(2)は 「動作の難易」を表す ものであ り、「打つ」「歩 く」という動作の遂行が

容易、困難であること、 また、それに関わる要素(こ の場合はハでマークされている

「キーボー ド」「泥道」 という動作遂行上の道具や経路)が 「打つことが容易」「歩 くこ

とが困難」という性質を持つ ことが表 されている。一方(3)(4)は 「壊れる」「治る」

という非意志的変化動詞にヤスイ ・ニクイが付加 されている例であ り、「安物のお も

ちゃ」「腰痛」という題 目名詞にとって、「壊れる」「治る」という変化が 「容易に起 こる」
2

「なかなか起こらない」とい うことが表示 されている。これ らは 「変化の難易」を表 して

いる。

このように、ヤスイ ・ニクイが意志動詞 につ く場合には 「動作の難易」が、変化動詞

につ く場合は 「変化の難易」が表されるわけだが、出来事の難易 は事態発生の頻度にも

影響を及ぼす。動作や変化の難易度が高ければ高いほどその出来事の成立頻度は低 くな

り、反対 に低ければ低いほど高 くなるといえる。例えば、「利 き手で箸 を持つ」ことは、

「利 き手 とは反対の手で箸を持つ」 ことよりは難易度が低い といえるが、この場合、当
ヨ

然 「利 き手で箸を持つ」頻度の方がそ うでない場合に比べ高 くなるだろう。出来事の難

易度とその頻度には因果関係があることは明らかである。それゆえ、難易構文において

も頻度は表される。

(5)ご 飯 を食べるときは利 き手を使いやすい。

(6)富 山の冬は雪が降 りやすい。

(5)(6)は 「利き手を使 うことが簡単だ」「雪が簡単に降る」という 「動作 ・変化の

容易さ」ではな く、「利 き手を使 うことが多い」「雪が よく降る」 という 「頻度の高さ」

が表されている。このように、難易構文を用いて 「頻度の高さ」が表されることもある。

2井 上(1976)参 照。

3も ちろん出来事遂行 ・成立の難易度がそ の頻度 につ なが らない場合 もある。例 えば、漢字の使用

はひらがな ・カタカナの使用 よりも難易度が高い といえるが、人物 名や地名を表記す る際に漢字の

かわ りにひらがなやカタカナを用いる ことが一般的であるとはいえない。
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これ らは ヤ ス イ文 の 例 で あ り、Vヤ ス イ に よ っ て そ の 動 作 ・変 化 の 「頻 度 の 高 さ」 が 表

され て い る わ け で あ るが 、 ニ ク イ に よっ て も 「頻 度 の 低 さ」 は 表 さ れ る 。

(7)人 はだれでも自分の欠点に気づ きにくいものだ。

(日本語記述文法研究会2009:146)

(8)沖 縄の冬は雪が降りに くい。

(7)(8)は それぞれ、「自分の欠点に気づ くことが少ない」、「なかなか雪が降らない」

という頻度の低 さを表 している解釈になる。このように、ヤスイ ・ニクイは 「頻度の高

さ ・低 さ」という出来事の 「傾向」をも表す。

また、出来事の難易 は 「抵抗感」にもつながる。ここでいう抵抗感 とは、動作の難易

度に伴い、その動作 を遂行することが 「偉 られる」とい う感覚 を持つことを指す。遂行

の難易度が高い動作の場合、それが低い出来事に比べ、実現 させる上で必然的により多

くの肉体的 ・心理的労力が伴 う。例えば事故によって右腕を怪我 した場合、怪我 した右

腕を使 うことは怪我 をしていない左腕を使 うことよりも難易度が高い。その理由にはう

まく右腕 を動かせない、右腕 を使うと痛い、などがあるだろう。その結果、怪我をした

本人は右手 を使 うことに対 して抵抗感 を感 じ、「右手を使 うことが暉られる」と思 うこ

とは極めて自然な感情の流れだといえる。 したがって、「傾向(頻 度の高さ ・低 さ)」 と

同様、動作 に対する「抵抗感」も、出来事の難易 と因果関係があ り、それはニクイによっ

て以下のように表示 される。

(9)怪 我をしているので右手を使いにくい。

(9)の ように、肉体的苦痛によって抵抗感を感 じる場合 もあれば、心理的苦痛によっ

て感 じる場合 もある。

(10)課 長 は何 を言 っ て も否 定 す る か ら、 相 談 し に くい よね 。

(11)一 方 的 に批 判 さ れ た の で 、 い に く くな っ て 逃 げ 出 し ま し た。
4

(以上、 日本語記述文法研究会2009:148)

このように、肉体的 ・心理的理由によって動作に対する 「抵抗感」を感じていることも

4日 本語記述文法研究会(2009)は 、この用法を 「内的困難さ」 と称 しているが、本稿 では 「抵抗感」

として統一す る。
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ら

難易構文を用いて表 される。

「抵抗感」があることはニクイによって表 され、「抵抗感」がないことはヤスイによっ

て表される。

(12)先 輩は優 しいので相談 しやすい。

(13)こ こには友達 しかいないので非常 にいやすい。

ただ し既に述べたように、ヤスイには動作の 「傾向」を表す用法があり、そのような解

釈が成立する場合には、「抵抗感のなさ」の解釈 に優先される。

(14)怪 我をしてない手の方 を使いやすい。

(14)は 、「怪我をしてない手の方が使 うことが多い」 という傾向を表 していると解釈

でき、「怪我 をしていない手の方を使 うことに対 して抵抗感を感 じない」 という意味に

はならない。 したがって、ヤスイにおいて も 「抵抗感のなさ」は表 されるが、「傾向」

の読みが成立する場合 にはそちらが優先 されるのである。

以上のことか ら、ヤスイ・ニクイは難易構文に用い られる形式であるが、出来事の「容

易 さ」「困難 さ」のみならず、「傾向」や 「抵抗感(の 有無)」 をも表す。また、「抵抗感」

は、ヤスイによってもニクイによって も表 されるが、ニクイにおいて 「傾向」の解釈が

成立する場合 にはそち らが優先 されるのであり、「抵抗感」を表す用法 を主に担ってい

るのはニクイだ といえる。これらはヤスイ ・ニクイの機能 ・用法上の非対称性を表 して

いるといえるだろう。難易構文の用法をまとめると以下のように示すことができる。

表1.ヤ スイ ・ニ クイ が表 す意味

ヤ ス イ ニ ク イ

難易 容易 困難

傾向 頻度が高い 頻度 が低い

抵抗感 な い

※ 「傾 向」 が成 立 す る場 合 はそ ち らが優 先 され る

あ る

5「 抵抗感」が生 じるのは、意志的 に動作 を行 う場合 に限定 される。 したが って、非意志的 な変化

に対 してこの ような解釈が生 じることはない。
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2.問 題の所在

前節でヤスイ ・ニクイの用法をまとめたが、ここで問題 となるのは、それぞれの解釈

がどのような条件で成 り立っているか という成立要件についてである。井上(1976)は 、

ヤスイにおける 「容易さ」 と 「傾向」の違いは、意志性の有無によるとし、意志性があ
6

る場合 は 「容易さ」、意志性がない場合は 「傾向」の意味になると述べ ている。また後
7

者において、補文で他動詞が用い られている場合、目的語をマークするヲ格はガ格へ と
S

昇格せず、ヲ格(斜 格)の まま残存すると述べている。

(15)私 に は、 この 種 の誤 植 が 見 つ け や す い。

(16)近 頃 私 は 、 誤 植 を 見 落 と しや す くな りま した 。 (以 上 、 井 上1976)

(15)の 構造は[誤 植 を見つける+ヤ スイ]で あ り、補文 「誤植を見つける」は意志性

があり(+意 志)、 「この種の誤植を見つけることが容易だ」 という動作の 「容易さ」が

表されている。その際、補文におけるヲ格はガ格へ と昇格 している。(16)は[誤 植 を

見落 とす+ヤ スイ]で あ り、補文 「誤植 を見落 とす」で示 されているのは、意志的に行

われるものではない非意志的動作である。この場合は 「誤植 を見落 とす ことが多い」と

いう 「傾向」が表 されている。そ して(16)で は(15)と 異な り、補文におけるヲ格は

ガ格へ と昇格せず、 ヲ格のまま残存 している。

井上(1976)は ヤスイにおける 「傾向」の成立要件として非意志性のみを挙げてお り、

格の残存は結果的に生 じるものだと述べているが、佐藤(1988)は 、意志性があっても

格が残存する場合は 「傾向」の解釈が成立すると述べ、格交替の有無が 「容易 さ」と 「傾

向」を分ける解釈上の要因であることを指摘 している。

(17)歩 道のある通 りのほうが安全なのはわかっているが、人はつい近道を歩 きやす

ρ
U

7

8

井上(1976)は 、意志性が無い動作の ことを 「主語が制御で きない動作」 と称 している。

「太郎はだましやすい」は構造的には[太 郎をだます+ヤ スイ]で ある。 この場合 「太郎 をだます」

が 「太郎はだましやすい」 とい う難易構文の補文である。

難易 文は、補文で用 い られている格が そのまま使用 される場合 と、 ガ格へ と交替す る場合、 また

ハ によって主題化 される場合がある。

(i)太 郎をだます。

(ii)太 郎をだましやす い。

(lll)太 郎がだましやす い。

(iv)太 郎はだましやす い。

加藤(2008)は 、 ガ格 とそれ以外 の斜格(ヲ 格、 デ格な ど)に 階層関係 を認め、斜格 から主格へ の

交替 を昇格、主格か ら斜格への交替は降格 とした。 また、昇格、降格が起 こらなければそれ らの格

が残存 しているとした。本稿で も加藤(2008)の 用語を踏襲する。
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いo (佐 藤1988)

(17)に おける補文 「近道を歩 く」は意志的動作であるため、井上(1976)の 主張に基

づけばその解釈 は 「容易 さ」となるはずであるが、実際には、「歩 くことが多い」 とい

う 「傾向」の解釈になっている。この理由について佐藤(1988)は 、補文のヲ格がその

まま残存 しているためだと述べている。そしてその論拠として、補文のヲ格 を昇格 させ

ガ格にした場合に 「難易」の解釈が成立することを挙げている。

(18)こ の道が車が少なくて歩きやすい。 (佐 藤1988)

以上のことか ら、先行研究におけるヤスイ解釈のキーワー ドは、①意志性の有無、②

格交替(昇 格 ・残存)だ といえるが、それらについてはい くつか問題がある。まず、井

上(1976)が 提示 した動作の意志性であるが、当該動作の意志 ・非意志を厳密に認定す

ることは実はそれほど容易なことではない。以下の例を参照 されたい。

(19)好 き な色 を選 び や す い 。

(20)利 き手 を使 い や す い。

(19)(20)に おける 「選ぶ」「使 う」は意志動詞であるため、動詞単独で見れば意志性

があるといえるが、「好 きな色を選ぶ」「利 き手を使 う」という補文レベルではそれらを

無意識に行っている場合 も考えられる。 したがって出来事全体 としては意志性があるも

のとして捉えることは適切ではない。 しかしなが らまった く意志性がないかといえばそ

うとも言い切れないため、(19)(20)に おいてヤスイでマーク(標 示)さ れている補文

の内容に対 して意志性の有無を裁然 と区別することは難 しい。(19)(20)の ヤスイは何

れも 「難易」ではなく 「傾向」 として解釈 されるが、それ らが意志性のなさから生 じて

いることなのか、それとも格の残存によるものなのかが判然 としない。このように、ヤ

スイの解釈に意志性が関与するのであればその 「意志性の有無」の判断が重要になるが、

それが容易でないことが問題だといえる。

また、佐藤(1988)が 言及 している格交替についてであるが、佐藤の主張とは反する

例、つ まりヲ格が残存 していても 「傾向」の解釈 にならず、「難易」の意味になる場合

がある。

(21)河 川敷の会場 は風が吹き抜け、たこを揚げやすい。

(朝日新聞:2013年1月21日)
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補文 「たこを揚げる」には明らかに意志性が認められる。 しかしなが ら補文におけるヲ

格 はヤスイ文においても残存 しているため、佐藤(1988)の 主張に基づけば 「傾向」の

解釈になるはずである。 しかしなが ら実際には 「たこを揚げることが容易だ」 という動

作遂行の 「容易 さ」が表されている。 このような例 を、残存格の使用が意味に影響 され

ていないと捉えるべ きなのか、それ とも影響はあるが、意志性が優先 されて 「難易」の

解釈が成立されていると考えるべ きなのかは判断が分かれるところであろう。

先行研究を概観 してみると、ヤスイの解釈について以上のような疑問が生 じる。 また

先行研究では述べ られていないが、主にニクイにおいて 「抵抗感」が表 されるという、

ヤスイ ・ニクイの機能上の非対称性がなぜ存在するのか という疑問も残 る。さらに、ニ

クイ文の意味が どのような場合 に 「困難さ」「抵抗感」が表され、それらが区別される

のか という解釈の成立要件について も未だ考察されていない点である。本稿では、 これ

らの問題について、 これまでの分析方法 とは異なった観点から取 り組んでみることにす

る。

3.本 稿の主張 と仮説の提示

本稿では、これまで指摘されて きた意志性、格交替か らは一旦離れ、ヤスイ ・ニクイ

が形容詞的性質を持つという点に着 目して議論を進めたい。 まず、ヤスイ ・ニクイは元

来形容詞(「 やす し」「にくし」)で あった ものが接尾辞化 した ものであるため、ヤスイ・

ニクイも当然形容詞 と同様の機能を持つ。形容詞は叙述的に用い られ、副助詞ハや格助

詞ガによってマークされた名詞句の性質 を表す。以下に形容詞文とヤスイ文を例示する。

(22)太 郎 は か っ こい い。

(23)こ この ラ ー メ ンが お い しい 。

(24)赤 ち ゃ ん は 転 びや す い 。

(25)花 子 が 泣 きや す い。

(22～25)に お け る 「か っ こ い い 」 「お い し い」 「転 び や す い 」 「泣 きや す い 」 とい う形

容 詞 句 は、 名 詞 句 「太 郎 」 「こ この ラ ー メ ン」 「赤 ち ゃ ん 」 「花 子 」 と副 助 詞 ハ も し くは

格 助 詞 ガ で 繋 が れ 、 そ の 性 質 を表 示 して い る。 た だ し、(24)(25)は ヤ ス イ文 で あ る た

め 、 「赤 ち ゃん が 転 ぶ 」 「花 子 が 泣 く」 とい う補 文 が 含 ま れ て い る。 した が っ て 「赤 ち ゃ

ん」 「花 子 」 は 「転 ぶ 」 「泣 く」 の 動 作 主 で もあ る 。 こ こ で(22)(23)の 形 容 詞 述 語 文

と(24)(25)の ヤ ス イ文 と で違 い が 明 確 に な る。 つ ま り、 「か っ こ い い 」「お い しい 」 は、

「太 郎 」 「こ この ラ ー メ ン」 の性 質 を表 す が 、 そ れ らの 名 詞 句 に は意 味 役 割 は含 ま れ な い 。
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しか しながら、(24)(25)に おける 「転びやすい」「泣 きやすい」は 「赤ちゃん」「花子」

の性質を表すが、それらの名詞句 には、動詞との関わ りか ら導 き出される 【動作主】 と

いう意味役割を持つのである。

名詞句の意味役割には 【動作主】以外 に 【対象】【受益者】【道具】【場所】などがあ

るが、ヤスイはそれらの 【動作主】以外の意味役割を持つ名詞句の性質を表す場合 もあ

る。以下に、名詞の意味役割が 【対象】 【道具】 となっている例を示す。

(26)こ の か ば ん は 持 ちや す い 。

(27)こ の コ ップ が飲 み や す い 。

(26)(27)の 補文はそれぞれ 「このかばんを持つ」「このコップで飲む」であるか ら、

「このかばん」は 「持つ」の 【対象】、「このコップ」は 「飲 む」の 【道具】である。 こ

こで、(24)(25)と(26)(27)に おける意味の違いを確認する。(24)(25)は 、「赤ちゃ

んは転ぶことが多い」「花子は泣 くことが多い」 という解釈 となり、「傾向」が表されて

いる。一方、(26)(27)で は、「このかばんを持つことが容易だ」「このコップで飲むこ

とが容易だ」とな り、「容易さ」が表されていると解釈で きる。つまり、(24)(25)と(26)

(27)と ではヤスイの解釈が異なる。 この原因について、 これまでは意志性の有無から

説明がなされて きたわけだが、本稿では、名詞句の意味役割の違いに着 目したい。たし

かに、(24)(25)と(26)(27)は 意志性の有無 とい う点か ら分類することが可能であ

るが、両者は名詞の意味役割 という点でも異なっている。(24)(25)の 名詞句の意味役

割は 【動作主】であり、(26)(27)で は 【対象】【道具】である。後者の意味役割を 【非

動作主】 という枠組みで くくれば、(24)(25)と(26)(27)の 名詞句の意味役割の違

いを、 【動作主】vs【 非動作主】 という対立によって示すことができる。

以上のことか ら本稿では、ヤスイ ・ニクイが出来事内における 【動作主】の性質を表

しているのか、【対象】 【道具】などの 【非動作主】の性質を表 しているのかという区別

が、両形式の解釈に関係すると考え、それについて仮説を立てて検証を行 う。尚、ヤス

イ ・ニクイが何の性質を表 しているか という問題は、ヤスイ ・ニクイが表す性質の帰属

先がどこか、とい うことに換言できるため、以下では 「性質の帰属先」をキーワー ドに

議論を行 う。以上をふまえてまずヤスイの解釈規則について次のような仮説を立てる。

(28)ヤ スイが表す性質の帰属先名詞句の意味役割が 【非動作主】である場合は 「容

易さ」の解釈 に、【動作主】である場合は 「傾向」の解釈になる。

ニクイについてはヤスイの議論 を終えた後 に行う。次節では本仮説の検証 を行う。
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4.仮 説の検証

本稿が提示 した仮説の論拠 となった例文を再掲する。

(29)赤 ち ゃ ん は転 びや す い 。

(30)花 子 が 泣 きや す い。

(31)こ の か ば ん は持 ち や す い 。

(32)こ の コ ップ が 飲 み や す い 。

((24)再 掲)

((25)再 掲)

((26)再 掲)

((27)再 掲)

ここで用い られている動詞 は 「転ぶ」「泣 く」「持つ」「飲 む」である。「転ぶ」「泣 く」

は一般的に意志性が無いと考えてよく、「持つ」「飲む」には意志性がある。また補文は、

(29)(30)が 「赤ちゃんが転ぶ」「花子が泣 く」、(31)(32)が 「このかばんを持つ」「こ

のコップで飲む」である。これらは何れも表面上は項(名 詞句)を 一つ しかとっていな

いが、出来事 レベルで考えれば他動詞が用いられている(31)(32)の 補文には動作主

が必要 となるため、実際には 「Xが かばんを持つ」「Xが このコップで飲 む」 となる。

したがって(31)(32)の 補文は必然的に項を2つ とることになる。

(29)(30)と(31)(32)で は、前者が[一 意志]で 「傾向」を、後者が[+意 志]

で 「容易 さ」を表 しているから、この例文だけでは先行研究で述べ られている意志性 を

基にした規則か らは逸脱 していない。意志性ではな く、名詞句の意味役割がヤスイの意

味に影響 していることを立証するためには、意志性があることが明 らかであっても、ヤ

スイの帰属先名詞句の意味役割が 【動作主】である場合には、「傾向」の解釈が成 り立っ

ていることを確認 しなければならない。 また、(31)(32)の ように、補文内に名詞句が

2つ 以上あ り、それぞれの意味役割が 【動作主】【非動作主】である場合に、ヤスイの

帰属先を 【動作主】 にする場合 と、【非動作主】にする場合 とでは意味が異なることを

確認 しなければならない。さらにそれが 【動作主】である場合には 「傾向」、【非動作主】

である場合には 「容易さ」の解釈が成立 していなければならない。

ではまず、意志性が明 らかに認め られ、帰属先の名詞句が出来事の 【動作主】である

場合について どのような解釈が成立 しているかをみる。初めに、名詞句の数が一つの場

合(自 動詞)を 観察する。

(33)?次 郎 が 踊 りや す い 。

(34)?花 子 が 走 りや す い 。

これ らの補文は 「次郎が踊る」「花子が走る」であり、何れ も[+意 志]の 出来事である。
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また、「踊 りやすい」「走 りやすい」は動作の主体である 「次郎」と 「花子」の性質を表

しているため、ヤスイが表す性質の帰属先名詞句の意味役割は 【動作主】である。この

場合単独では不自然 さが残るが、以下のようにすれば多少は意味がとりやす くなる。

(35)?太 郎 よ り次 郎 が 踊 りや す い 。

(36)?弘 子 よ り花 子 が 走 りや す い 。

依然 として不 自然さは残るものの、ヤスイの意味をとろうとすると、「容易さ」という

よりは 「傾向」の解釈 に傾 く。つ まり、(35)は 「太郎 よりも次郎に とっての方が踊る

ことが簡単だ」というよりは、「太郎 より次郎の方が踊ることが多い(踊 りだすことが

多い)」 という解釈 になる。 また(36)も 同様に、「弘子 よりも花子 にとっての方が走る

ことが簡単だ」というよりは、「弘子よりも花子が走 ることが多い(走 りだすことが多い)」

という意味にとれる。 このことから、ヤスイが動作主の性質を表している場合、補文が

表す事態がたとえ[+意 志]で あっても、「容易さ」ではなく 「傾向」の解釈が成立 し

ていることが確認できる。

次に、補文内に名詞句が複数ある場合(他 動詞)に ついて考察を行 う。既に(31)(32)

で述べたように、「このかばんを持つ」「このコップで飲む」には動作主が必要となるた

め、実際には項が2つ 存在する。「このかばん」「このコップ」 という 【非動作主】にヤ

スイの性質が帰属する場合、「容易 さ」の意味になることは既に(26)(27)で 確認 した。

では、ヤスイの帰属先が 【動作主】 となる場合 どのような解釈が成立するであろうか。

補文における 【動作主】がヤスイの帰属先になるためには、 【動作主】である名詞句 を

ハまたはガでマークすればよい。そ してその場合、 【対象】【道具】である 「このかばん」

「このコップ」は、ヤスイの帰属先 として解釈 されないよう、補文において用い られる

斜格は残存 させる必要がある。以下に例を示す。

(37)太 郎がこのかばんを持ちやすい。

(38)花 子がこのコップで飲みやすい。

形容詞が表す性質の帰属先 となるのは副助詞ハ もしくはガ格でマークされた名詞句であ

り、ヲ ・デによってマークされる名詞句はヤスイが表す性質の帰属先にならない(ヤ ス

イが 「このかばん」「このコップ」の性質を表 していることにはならない)。 したがって

この場合、「持ちやすい」「飲みやすい」は 「太郎」「花子」の性質を表 している。そし

て同時に 「太郎」「花子」は補文における動作の主体であるため、 【動作主】という意味

役割を持っている。では(37)(38)の 意味が どうなるかといえば、「容易 さ」ではな く
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「傾向」を表 していると解釈で きよう。(37)は 「太郎にとってこのかばんを持つことが

容易だ」というよりは、「太郎がこのかばんを持つことが多い」 という意味に、(38)は

「花子にとってこのコップで飲むことが簡単だ」というよりは、「花子がこのコップで飲

むことが多い」 という意味に可能である。それは以下のように 【動作主】他の動作主と

対比させることで、 より明確になる。

(39)次 郎より太郎がこのかばんを持ちやすい。

(40)弘 子より花子がこのコップで飲みやすい。

このことから、補文内に名詞句が2つ ある場合、帰属先の名詞句を 【動作主】にした場

合には 「傾向」の解釈に、 【非動作主】にした場合 には 「容易 さ」の解釈になっている

ことがわかる。 これは、(28)で 述べた仮説に一致するものである。

5.ニ クイの意味 と帰属先名詞句の意味役割 との関係 について

これまでヤスイ文のみ観察 をして きたが、ニクイ文についてはどうであろうか。前節

での検証作業か ら、ヤスイにおける解釈 と名詞句の意味役割 との関係には因果関係があ

ると考えてよい。以下では、ニクイが帰属する名詞句の意味役割と解釈 との関係につい

て観察する。まず、 自動詞が用い られるニクイ文を例示する。

(41)?太 郎 が 踊 りに くい 。

(42)?花 子 が 走 りに くい 。

これ らは文脈なしにはやや不 自然であるが、何れも解釈を試みれば、動作遂行上の物理

的な 「難 しさ」よ りも 「抵抗感」があらわされているように読み取れる。つま り、「太

郎にとって踊ることが難 しい」「花子 にとって走 ることが難 しい」ではなく、「太郎は踊

ることに抵抗感を感 じている」「花子 は走ることに抵抗感を感 じている」 と解釈できる。

これはヤスイの時と同様、動作主を他の動作主 と対比させることによりい くぶん自然に

なる。

(43)次 郎 よ り太 郎 が 踊 りに くい。

(44)弘 子 よ り花 子 が 走 りに くい。
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次 に他 動 詞 が 用 い られ て い る例 を観 察 す る。

(45)こ の か ば ん が 持 ち に くい 。

(46)こ の コ ップ が飲 み に くい 。

(47)太 郎 が こ の か ば ん を持 ち に くい。

(48)花 子 が こ の コ ッ プ で飲 み に くい。

(45)(46)は 【対象】 【道具】 という意味役割を持った名詞句の性質がニクイによって

表されている例であり、(47)(48)で はニクイが表す性質の帰属先が 【動作主】になっ

ている例である。 この場合、(45)(46)は 「持つ ことが困難だ」「飲むことが困難だ」

とい う 「困難 さ」の解釈になる。一方(47)(48)で は、「太郎」「花子」が 「このかば

んを持つこと」「このコップで飲 むこと」に対 して抵抗感 を感 じているという解釈が成

立する。 これまでの考察をまとめて以下のように提示する。

(49)ニ クイが表す性質の帰属先名詞句の意味役割が 【非動作主】である場合は 「困

難さ」の解釈 に、 【動作主】である場合は 「抵抗感」の解釈になる。

6.難 易的性質が帰属する意味役割

これまでの検証作業 によって、ヤスイ ・ニクイが表す性質の帰属先名詞句が持つ意味

役割 と難易構文の解釈には相関関係があ り、それは、 【非動作主】である場合には 「容

易 さ(ヤ スイ)」 「困難さ(ニ クイ)」 が表され、【動作主】の場合 には 「傾向(ヤ スイ)」

「抵抗感(ニ クイ)」 が表されることがわかった。本節では、 この名詞の意味役割がなぜ

ヤスイ ・ニクイ文の解釈 に影響するのかについて考察を行 う。

何 らかの動作 ・行為 に対する 「容易」「困難」 という難易の評価 は、色彩に用い られ

る 「白い」「黒い」などとは異な り、主観的でかつ相対的だ といえる。ゆえにその評価

は普遍的なものではあ りえず、個々の 「経験者」(Experiencer)に よってなされるもの

である。「経験者」 は、動作 の主体(動 作主)で あ り、かつ評価 を下す主体で もある。

Kuroda(1987)は 、「経験者」は 「に」「にとって」でマークされ、動作 に関わる要素(対

象物、道具、環境など)に 対 して評価を下すと述べている。以下の例を参照されたい。

(50)私{に/に と って}お に ぎ りは作 るの が 容 易 だ 。

(51)太 郎{に/に と っ て}こ の 靴 は走 るの が 困 難 だ 。

[対象物 に対する評価]

[道具に対する評価]
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この中で、経験者である 「私」「太郎」は 「おにぎり」「この靴」に対 して 「作るのが容

易」「走るのが困難」 とい う評価 を下 している。 この関係 は以下のように示すことがで

きる。

(50')「 私 」 に よ る評 価:[お に ぎ り 二作 るの が 容 易]

(51')「 太 郎 」 に よ る評 価[こ の 靴=走 るの が 困 難]

この関係が成 り立つのは、経験者(評 価者)で ある 「私」「太郎」が、 自分以外の何か

に対 して評価を与えている場合である。 もし経験者とその評価の対象が一致 してしまう

場合には以下の ようになり、それ らは不 自然となる。

(52)as私 は お に ぎ りを つ くるの が 簡 単 だ 。

(「私 」 に よ る評 価:[私=お に ぎ り を作 る の が 難 しい])

(53)as太 郎 は この 靴 で走 る の が 難 しい 。

(「太 郎 」 に よ る評 価:[太 郎 二こ の靴 で 走 る の が 難 しい])

つま り、難易の評価が成立するためには[経 験者(評 価者)≠ 評価の対象物]と いう関

係が成 り立っていなければならない。本稿が提示 した仮説及びその検証作業を通 して、

ヤスイ ・ニクイが表す性質の帰属先名詞句の意味役割が 【動作主】である場合、その解

釈は 「難易」以外の意味(「 傾向」「抵抗感」)と なっていた。 これは同時に、ヤスイ ・

ニクイが 【動作主】の性質を表 している場合、「難易」の解釈は成立 してないというこ

とである。なぜ 「難易」の解釈が成立 しないか といえば、ヤスイ ・ニクイの性質の帰属

先が 【動作主】となる場合、[動 作主(経 験者)=評 価の対象]と い う関係になって し

まい、「難易」の評価が成立する条件か ら外れてしまうか らだと考えられる。 したがって、

難易構文において[動 作主=評 価の対象]と なったときに 「傾向」や 「抵抗感」が表さ

れるのは、文法性 を保 ったまま解釈が成立するよう 「難易」ではない別の解釈が必要と
9

なり、その結果それらが選択 されたためであると考え られる。

7.格 配列 について

佐藤(1988)は 、動作の意志性に関わらず斜格が残存する場合はヤスイが 「傾向」の

9「 難易」以外の解釈 として選択 された意味がなぜ 「傾向」であ り

について考察する必要があるが、それは別稿 に譲る。

「抵抗感」であるのか ということ
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意味になるとしたが、それは格の影響ではな く名詞句の意味役割の影響によるものであ

ると本稿では考える。格 を交替 させることによってヤスイ ・ニクイが表す性質の帰属先

を切 り替えられるため、一見格配列が解釈 に影響 していると考えがちであるが、 どの格

が使用されているかは表面的なもので しかな く、重要なのは名詞の意味役割である。つ

まり、たとえ補文における斜格が残存 していて も、性質の帰属先が 【非動作主】である

場合には、ヤスイは 「容易さ」が表され、「傾向」の読みにはならない。以下に例を示す。

(54)学 べば、食の業界は職 を得やすい。(朝 日新聞:2013年1月22日)

(55)首 都圏のある私立大の学長は、「セ ンター利用入試は、優秀な学生を確保 しや

すい」 と説明する。(朝 日新聞:2013年1月25日)

(54)(55)の 補文は 「職を得る」「優秀な学生を確保する」である。これらのヲ格はヤ

スイ文において も保持 されている。つまりヲ格 は残存 しているわけだが、その解釈 は「職

を得ることが容易だ」「優秀 な学生を確保することが容易だ」となり、「傾向」ではな く

「容易さ」が表 されている。(54)(55)に おけるヲ格の残存 によって、ヤスイの帰属先

が 【動作主】になっていれば、「傾向」の読みが生 じているであろうが、この場合、「得

やすい」「確保 しやすい」の帰属先は 「食の業界」「センター利用入試」であ り、共 に 【非

動作主】である。つ まり、ヲ格は残存 しているものの、性質の帰属先名詞句が 【非動作

主】であるため 「容易 さ」の解釈が成立 しているのである。

これはもちろんニクイで も同様のことであ り、斜格が残存するから 「困難さ」以外の

意味が生 じるわけではな く、あ くまで重要なのは名詞の意味役割である。以下の例は、

ヲ格が残存 して、「困難 さ」ではなく 「抵抗感」が表されている例である。

(56)受 験シーズンが近付 き、四国で18店 舗 を展開するパ ン店 「ウィリーウィンキー」

(高松市)が 、「合格パン」 を販売 している。(中 略)東 谷崇弘店長は 「『合格』

の文字を食べ にくいという受験生 もいますが、食べてこそ力 もつきます。勉強

中の腹ごしらえや夜食にどうぞ」と話す。(朝 日新聞:2010年1月6日)

補文は 「『合格』の文字を食べる」であり、そのヲ格はニクイ文 においても残存 している。

この場合ニクイの意味は 「『合格』 の文字 を食べることが困難だ」ではなく、「『合格』

の文字を食べることに抵抗感を感 じる」 ということである。これは、ヲ格が用い られて

いるからそのような意味になっているのではない。この場合、「食べにくい」の帰属先

は明示されていないが、文脈から、動作主である 「受験生」 となる。つまり、性質の帰

属先が 【動作主】 となっているため、「困難 さ」以外の 「抵抗感」という解釈が生 じて

.:
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い る。 次 に 、(56)同 様 ヲ格 が 残 存 して い る もの の 、 「困 難 さ」 が 表 さ れ て い る例 を示 す 。

(57)斎 藤敦園長 も 「普段使 っている紙の練習帳では、一人ひとりの書き順をチェッ

クしにくいが、アプリだと書 き順 どお り書けるようになる」。

(朝日新聞:2013年1月23日)

(57)は 補文が 「一人ひとりの書 き順をチェックする」であり、そのヲ格 は残存 してい

る。 この場合、「チ ェックしやすい」は 「紙 の練習帳」の性質を述べているのであ り、

その意味役割は 【道具】であり、【非動作主】である(「紙の練習帳で一人ひとりの書 き

順 をチェックする」)。したがって(57)は 、ヲ格が残存 しているという点では(56)に

等 しいが、ニクイの帰属先名詞句の意味役割が異なっている。そして(57)の 解釈は(56)

におけるような 「抵抗感」ではな く、「(園長にとって)書 き順 をチェックすることが困

難である」とい う 「困難さ」が表されてお り、意味役割の違いが解釈の違いに表れてい

ることがわかる。

8.ま とめと今後の課題

本稿では、 日本語難易構文に用い られるヤスイ ・ニクイに焦点を当て、その解釈に関

わる要因について考察を行ってきた。先行研究で述べ られている意志性の有無や、格の

交替は、例文か ら帰納的に導 き出される要素であるが例外 も多 く、ヤスイ ・ニクイの解

釈と本質的に関与 しているとは言い難かった。そこで本稿では、ヤスイ ・ニクイが動詞

に接続することから帰属先名詞句には動詞との関連か ら生 じる意味役割が備わっている

ことを指摘 した上で、それらの意味役割がヤスイ ・ニクイの解釈 に影響 を及ぼしている

ことを主張するため仮説を立て検証を行った。検証 を通 じて本仮説は今のところ破綻 を

来 していないため、これまでの意志性 ・格配列に代わるヤスイ ・ニクイ解釈の要件の一

つとして認めることがで きる。

本稿では触れなかったが、ヤスイ ・ニクイ文においては格交替の可否、つまり、ガ格

か らヲ格、ヲ格からガ格 という交替が可能な場合 と不可能な場合がある。その可能な場

合と不可能な場合では何が異なるのかについてはまだ議論 されていない。また、ガ ・ヲ

交替が可能であったとしても、両者を用いた場合の意味の違いは具体的に何なのかとい

う問題についても手つかずのままだ といえる。この格交替可否の問題、それに付随する

意味の問題については、本稿がヤスイ ・ニクイ解釈の要件に挙げた帰属先名詞句の意味

役割 という観点から分析が可能であると考えるが、それについては今後の課題 とする。
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